
 

 
 
 乳がんは、かかる人がわが国の女性のがんの中でも多く、がんによる死亡原因の上位に位置するがんで

す。乳がん検診で早期に発見して治療することにより、乳がんで亡くなることを防ぐことができます。 

２年に１度繰り返し検診を受診し、「要精密検査」となった場合は必ず精密検査を受けるようにしてくだ

さい。 

  

◆乳がん検診の流れ 

  

 

 

 

 

 

 

 

 
 
◆乳がん検診の実施会場・日程 

 集団検診 施設検診 

予約方法 
5 月 13 日（火）8時 30分から予約開始 

※定員になり次第締め切り 

この通知を受け取ったら、実施医療機

関に直接予約する 

検診期間 

①６月 30日（月）９時～11時・13時～14時 

→子宮頸がん検診と同日受診も可能 

②９月 13 日（土）7時 30分～10時 

→総合健診と同日受診も可能 

6 月２日（月）～12 月 12 日（金） 

実施会場 鏡石町健康福祉センター 実施医療機関一覧のとおり（下記） 

持ち物 

・受診カード 
・決定通知書 
・乳がん検診受診券 
・健康保険証等※ 
・検診費用 ・バスタオル 

・乳がん検診受診券 
・健康保険証等※ 
・検診費用 

検診費用 500円（70歳以上になる方、生活保護世帯は無料） 

検診結果 健康環境課から郵送されます 
 

【施設検診実施医療機関一覧】 

医療機関名 住  所 電  話 備  考 

公立岩瀬病院 須賀川市北町 20 （75）3111 
健診センタ―へ予約 

予約受付 平日 14：30～16：30 

小林医院 須賀川市南町 30－10 050-5830-3801 要予約（24時間電話予約可） 

会田病院 矢吹町本町 216 0248（42）2121 予約受付 平日 13：30～16：30 

総合南東北病院 郡山市八山田 7丁目 115 024（934）5322 要予約 

ヘルスプロおおまち 郡山市大町二丁目１番１６号 024（983）5516 要予約  ※旧星総合病院跡地 

※下記のいずれか 
健康保険証 
資格確認書 
資格情報のお知らせ 
マイナ保険証 

令和７年度 

集団検診か施設検診のどちらかを選択し、予約してください。 

予約日時に受診してください。問診とマンモグラフィ撮影を行います。 

申込後、決定通知書と受

診カードを検診日の 10

日前までに郵送します。 

乳がんの疑いあり 
【要精密検査】 

乳がんの疑いなし 

【精密検査不要】 

精密検査 
（マンモグラフィ追加撮影、超音波検査、細胞診等） 

予約する 

受診する 

 

結果を確認する 

 

乳がん 乳がんなし 

治療 ２年後の検診 



＜検診の受診に関しての注意事項＞ 

◆マンモグラフィー検査が受けられない方 
①心臓ペースメーカー、シャントチューブ、ポートを挿入している方 
②豊胸手術を受けている方 
③授乳中（断乳直後で母乳が出る方、夜間のみ授乳中の方も含める）、妊娠中の方 
④乳がん術後の方（経過観察中の方も含みます） 
 

◆その他注意点 

・自覚症状のある方は検診の対象になりません。乳腺外来のある医療機関を受診してください。 

・町の検診は同年度中に 1 回のみ受けることができます。重複して受診された場合は、実費負担いただ
きます（例：集団検診を受け人間ドックも受けた場合や、集団検診を受け施設検診を受けた場合等）。 

・職場等で乳がん検診を受ける機会のある方や、町人間ドック受診予定の方は対象外です。 
・制汗スプレー・パウダーの使用はマンモグラフィ撮影の妨げとなりますので当日の使用は控えていただ
くようお願いします。 

・抗凝固剤（ワーファリンなど）を服用中の方は、マンモグラフィ検査により胸にアザができる場合があ
ります。 

 

◆乳がんについて  

☑ 乳がんにかかる割合は、日本女性のがんの中で 1位を占め、がん死亡の 4位となっています（出典：

2022年国立がん研究センター）。 

 

☑ 検診で早期に発見して治療することにより、乳がんで亡くなることを防ぐことができます。 

 

☑ ２年に１度、マンモグラフィを繰り返し受けてください。ただし、しこり、乳房のひきつれ、乳首か

ら血性の液が出る、乳首の湿疹やただれなどの症状がある場合は、次の検診を待たずに医療機関を受

診してください。 

 

☑ 乳がん検診には利益（乳がんで亡くなることを防ぐ）と、不利益（がんがあるのに見つけられないこ

とや、がんでないのに要精密検査と判定されること）があります。町が実施する検診方法（受診年

齢、受診間隔、検査項目）は、検診の利益が不利益を上回ることが科学的に認められています。 

 

☑ 検診方法は問診およびマンモグラフィ検査（X線撮影）を行います。 

   ＊マンモグラフィ検査：乳房を左右片方ずつプラスチックの板で挟んで撮影します。 

 

☑ 検診結果は、『異常なし』・『要精検』のいずれかでお知らせします。 

『異常なし』⇒次回検診をお受けください。  

『要精密検査』⇒乳腺外来のある医療機関で必ず、精密検査を受けてください。 

 

☑ 精密検査の方法は下記のとおりです。精密検査実施医療機関から検診実施機関及び町にも結果が報告 

されます。 

＊マンモグラフィ追加撮影…疑わしい部位を多方面から撮影します。 

   ＊超音波検査…疑わしい部位を超音波で詳しく検査します。 

   ＊針生検下の細胞診、組織診…疑わしい部位に針を刺して、細胞や組織を採取し悪性かどうかを判

断します。 

 

 

 

 

 

＜問合せ先：健康環境課 健康グループ 電話 62-2115＞ 


